






















八、北京大学本を用いた校訂（巻四）　（以下、 「奎」又は「奎本」は奎章閣本を、 「北」又は「北本」は北京大学本を表す。 『星暦考原』に同文が見える場合






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































北「 （空白） 」 。
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 「一曰。不出黒門、大道者名曰第。爵雖列侯。食邑不滿万戸。不得作第。其舍在 中 皆不称第」 。
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 「月令云。孟秋之月。毋以封諸矦 立大官 毋以割地。孟夏之 。可以封諸矦也」 。
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 「圭按。 …然非吉神。 亦無










































































































































」 の字、 『星暦』 にもこの字に作る。北本の 「黄




































乙丑・己巳 辛未 乙亥 辛巳 丁亥 癸巳 己未…
」 。
　　

































































































事、 成身之大也。 今暦用定日者、 取安定之意、 無以妄動也」 。
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『星暦考原』は、清朝初期まで伝わっていた『暦事明原』の中国国内のテキストを基に、改訂 行われ、成書された書である。この『暦事明原』 中国国内のテキストとどのようなテキストであったのか、そのテキストが現存しない今、それを考証するこ はほとんど不可能
三一














主疾病哭泣之事」という文から始まっており、北本も「弔客者歳之凶神也。主疾病哀泣之事」という文から始まっている。両本には「吊」 「弔」 、 「哭」 「哀」の文字の違


































































徳の旺日は子であるので） 、子日に祖の祭りを行い、 （水徳の衰日は辰であるので）辰日に臘の祭りを行う。祖・臘の祭りはいずれも大寒 前後に近い日を選んでこれ行う。
　



















































か。この問いに対して 直ちにイエスと答えることはできない そ 理由の一つ 、北本には文の脱落の個所、それも長い文の脱落がいくつかあるとい である。詳しくは（上） （中） （下）の校訂を見れば明らか が、こでは巻一と巻二 の脱落例を挙げ おく。
　　
1、
















 このように、文の脱落がきわめて多いのである。その最大のものは、巻五の「覃恩」の次に来 いる脱落で、奎本には存する「宣政」 （












の発見は、今後 『暦事明原』の研究に裨益 ことは確実であり、我々は、 『星暦』とともに三本 テキストを対照しながら、この書の本文研究の歩をさらに進めることができるのである。
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章閣本『暦事明原』について」を参照。3 、 『星暦』が編纂されたのには、康煕帝即位早々に起こった暦注事件がおおいに関連しているのであろう 康煕帝には、暦注を政争の具として用いられることを防がねばならないという思いがあり、王朝として権威と理論 兼ね備えた暦注書を編纂しなければならなかったのである。大川俊隆「 『暦事明原』成書考」 （上）の注
1参照。







事明原』の構成」参照） 。5、大川はかつて「 『暦事明原』成書考」 （上）の「四、 「 『事明原』中の「三元」に記載について」におい 、 こ 「丑
為臘也」の句について「思うに、 この「丑為臘也」の文は、高堂隆の議で、 「王者各以其行王日為祖」の文の後の「以其終而臘」と同義の文であったろう。因って、 『暦事明原』の文は元々「終為臘也」か「衰為臘也」となっていた を、印刷 段階で誤った可能性がある」と述べた。この推測が誤りであったことが、今回の北本の出現によって明らかになった。謹んでこ に訂正する。6、高堂隆の『魏臺訪議』は、 『旧唐書』経籍志や『新唐書』芸文志に、それぞれ「魏臺雑訪議三巻」 ・ 高堂隆魏臺雑訪議三巻」として載る。そ 佚文は、宛委山堂刊本『説郛』にも輯められている。7、
 「今我
　















居士、は夙に有名な蔵書家である。彼が自ら編纂した蔵書目録には、 『木犀軒蔵宋本書目』 『木犀軒収蔵旧本書目』 『徳化李氏行笈書目』 『木犀軒収 旧本書目』 『木犀軒蔵 録』 『木犀軒無板書目』などがあるが、 彼の蔵 の殆ど（九〇八七種）は北京大学図 館に寄贈され、その後、趙万里によって整理された書目である『北京大学図書館 李氏 （北京大学図書館、一九五六年）が最も整った李盛鐸旧 図 録になっている。以上、 詳しくは厳佐之 近三百年古籍目録挙要』（華東師範大学出版社、二〇〇八年）を参照。　
また、李盛鐸はその蔵書の多くに「題記」 「書録」を記し
ており、各本の状況に関するデータの他、その流伝、考証文字の異同 該 優劣などについて論じている。張玉範によって整理された『木犀軒蔵書題記及書録』 （一九八五年、北京大学出版社）がある。該書 は『暦事明原』の書録が収録されている。次の通り。　　
 『暦事明原』五卷。舊抄本。不著撰人、惟卷五題「暦事明原選擇」 。前有選擇總序、中有「圭故作此序」之語。各卷中亦有「圭按」等語、殆作書者之名也。收藏有「濟南周氏藉書園印」朱文長方印。書中引用有『神樞經』 『暦








 『新編暦法通書大全』 三十卷、 明・宋魯珍通書・何士泰暦法・熊宗立類編、明刻本。『諏吉祕典』二卷『諏擇暦眼 十二卷、明・黄汝和撰明天啓刻本。『新編暦法便覽時用通書大全』存五卷（卷二十四至二十八） 、明
がある。中でも、宋末元初の人物である陳元靚の著作『上官拜命玉暦大全』および『類編陰陽備用差穀奇書』 （この書も陳元靚の著作の可能性が高い）は『暦事明原』とも時代が近く重要であろう。宮紀子「対馬宗家旧蔵の元刊本『事林広記』について」 （ 『東洋史研究』第六七巻第一号、二〇〇八年） 、 同氏著「陳元靚『博聞録』について」 （ 『汲古』第五六号、二〇〇九年）を参照。
三六
上記以外の『木犀軒蔵書題記及書録』に著録されている術
数書を挙げれば次の通り。 『回回暦法釋例』 一卷 （清抄本） 。 『歩天歌』一卷（清抄本） 。 『大衍求一釋』二卷（清・焦循手稿本） 。『數書九章』十八卷（明抄本） 。 『太玄經』十卷（明刊本・覆刻宋本） 。 『太玄經』十卷（明刊本） 。 『太玄闡祕 六卷（清稿本） 。 『元包數總義』二卷（明刊本） 皇極經世』十卷（明刊本） 。 『易通變』四十 （清抄本） 。 『靈臺祕苑』十五卷（清抄本） 。 『大唐開元占經 一百 十卷 （清抄本） 。 『天文鬼料竅』 （明抄本） 。 『天文異略』四卷（舊抄本） 。 『乾坤變異録』六卷（明抄本） 。 『天文祥異圖』九册（民國 ・影寫明抄本） 。 『天象源委』十五卷（清抄 天文書』六册（明抄本） 。 『天心復要』不分卷（舊抄本） 。 『性理内篇洪範九疇數解』八卷（清抄本） 。 『黄帝宅經』二卷（明抄本） 。 『龍經 三 （明刊本） 。 『地理發微論集注』一卷（明刊 玉髓眞 三十卷（明刊本） 。『靈棋經』不分卷（明刊本） 。 『圖解校正地理新書 五 元刊本） 。 『新刊地理五經圖解』六卷（明刊本） 。 『京氏易傳』三卷（明刊本） 。 『玄門易髓圖』不分卷（清初抄 新刊相法人倫大統賦解』一卷（影元抄本） 。 『玉靈聚義通』不分卷（清初抄本） 。 『大六壬一字訣玉連環 一卷（清抄本） 。 『易林考證六十六卷（清稿本） 。 『易占要略』一卷（日 本） 。 『玄 増衍天機祕鈐』四 丙丁龜鑑』 太乙統宗寶鑑』二十卷（清抄 太乙數續陶金歌』四抄本） 。 『訂正補注太乙陶金歌 三 清抄本） 。 『大定新編便
覽』 二卷 （清抄本） 。 『五行大義』 五卷 （日本刊本） 。 『太乙捷要』不分卷（清抄本） 。 『遁甲烟波釣叟歌』一卷（明抄 ） 。 『九天玄女太上元君丁甲奇門』五卷（清抄本） 。 『雷門忠孝苟畢雷書』一册（舊抄本） 。 『新刊詳注大六壬斷經祕訣』十卷（明抄本） 。『六壬經緯』六卷（清抄本） 。 『奇門遁甲』六卷（舊抄本） 。 『奇門符應要訣』 一卷 （清抄本） 。 『 銀河棹』 一卷 清 御定六壬直指折義 二 （抄本） 。 『袖裏乾坤太乙數』十二 （清抄本） 。 『陰陽定論』三卷（明刊 太玄集注』十卷（清抄本） 。 『奇門祕書』八卷（清抄本） 。 『奇門』一卷（清抄本） 。
